
S E R V I C E  C A T A L O G

A Iエージェントの開発・運用

頼むAIから、
任せるAIへ。
AIエージェントの開発から、毎日の運用まで。

任せるのは、人が確かめられる仕事だけです。

月額5万円〜 AI担当がいなくても大丈夫 業務システム開発「OneTrace」の姉妹ブランド

株式会社LYN COMPANY onetrace.lyn-company.jp/agent



お悩み

P R O B L E M

AIを仕事に使いたい。
でも、こんなことはありませんか？

01

ChatGPTは使っているが、
毎回指示を書いて貼り付けている

頼むたびに人の時間がかかり、仕事の

流れにはなっていない。

02

問い合わせへの返事が、

翌日や週明けになる

担当の手が空くまで、お客さまを待たせてしまう。

03

発信や営業を続けたいが、

書く人も時間もない

始めても、忙しくなると止まってしまう。

04

AIに任せたいが、
まちがえたときが怖い

もっともらしい答えを、そのまま使って

よいのか判断できない。

05

何をAIに任せてよいのか、
線引きが分からない

任せすぎても、任せなさすぎても、うまくいかない。

06

社内にAIに詳しい人がいない

作るのも、動かし続けるのも、頼める人がいない。

W H Y  D E S I G N

AIは、自信を持ってまちがえる
AIは便利な一方で、もっともらしいまちがいをします。

01

出典にない数字を書く

それらしい数字を、根拠なしに

書き足すことがある。

02

同じ頼み方でも、答えが変わる

毎回、少しずつ違う答えを返す。

03

自分のまちがいに気づけない

書いたAI自身は、まちがいを「正しい」
と言ってしまう。

毎日動かすと、まちがいは人の目を通らずに 送られる 公開される 記録される

AIエージェントの出来は、AIの賢さではなく、
何をプログラムで決め、何をAIに任せるかの設計で決まります。
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O n e Tr a c e  A g e n tとは

A B O U T  O N E T R A C E  A G E N T

設計から毎日の運用まで、
月額制で。
OneTrace Agentは、AIエージェントの開発から毎日の運用までを、月額制で担うサービスです。1つのAIに

丸投げせず、仕事を工程に分け、何をプログラムで決め、何をAIに任せ、どこで人が確かめるかを最初に設計します。

01
役割を分け、向いたモデルを選ぶ

仕分けは速く安いモデル、判断と執筆は標準のモデル、
難しい読み解きと指揮は最上位のモデルに任せます。

02
AIの答えは、別のAIと決まりで確かめる

書いたのとは別のAIと、プログラムの決まりの2つで
確かめてから届けます。

03
人が確かめる場所を、流れの中に置く

公開の前、送る前、月1回のふり返りなど、人が確かめる
場所を仕組みに組み込みます。

04
毎日の見守りと手入れまで、月額に含む

止まったときの修理も、AIのモデルが変わったときの
手入れも当社が担います。社内にAIに詳しい人が
いなくても使えます。

業務システム開発

「OneTrace」の
姉妹ブランドです。

会社の数字と記録が流れる基幹の業務は、OneTraceが、AIに判断させず決まった

手順で確実に動くシステムとして作ります。OneTrace Agentは、その周りの、人が

確かめられる仕事をAIに任せます。組み合わせて使うこともできます。

AIチャットとの違い

AIチャット AIエージェント（OneTrace Agent）

動き出すとき 人が毎回、指示を書いて頼む 決まった時間や、問い合わせが届いたときに、

自分で動き出す

仕事の進め方 1つのAIが、1回ずつ答える 係に分けた複数のAIが、仕事を順に受け渡す

確かめ方 出てきた答えを、人が読んで確かめる 別のAIと決まりで確かめてから、人に届く

結果の届き方 人がコピーして、使う場所に貼る メール・表・サイトなど、使う場所に直接届く

人の手間 頼むたびに、人の時間がかかる 決めた場所で、確かめるだけ
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当社の線引き

P R I N C I P L E

どこまでAIに任せるか。
当社の線引きです。

AIに任せるかどうかは、人がその結果を確かめられるかで決めます。仕事の性質ごとに、AIの使い方を

3つに分けています。

01
AIに

触れさせない

基幹データの流れには、AIを触れさせない
顧客や案件の管理、見積、請求、勤怠など、会社の数字と記録が流れる業務では、1つの
まちがいが後ろの工程へ広がります。この領域は、OneTraceの業務システムが決まった手順で

確実に処理します。

02
AIを

最大限に使う

基幹の周りの仕事と分析には、AIを最大限に使う
問い合わせの一次対応、書類の読み取り、会議のまとめ、データの分析などには、AIを
最大限に使います。

03
AIに

積極的に任せる

1件ずつ短く完結する仕事は、AIに積極的に任せる
営業文の作成と送信、動画の制作と公開、記事の作成など、1件ずつのできあがりが短く、流れが
そこで終わる仕事は、積極的に任せます。まちがいがあっても、その1件の中で止まり、人が

確かめて直せるためです。データを書き込む仕事も、まちがいがあっても業務が止まらない範囲に

限ります。たとえば、AIが調べた営業先の業種や所在地、問い合わせ先を営業リストに

書き足すことは任せますが、顧客台帳や請求のデータを書き換えることはさせません。

1つの仕事を工程に分け、工程ごとに3つを決めます
当社が作ったAIエージェントでも、この3つで作っています。

01

まちがいが許されない所は、

プログラムで決める

金額や「送るかどうか」は、

決まった式とプログラムの

決まりで出します。

制作実績では

参考見積の金額は、AIではなく
決まった式で出し、AIの答えに金額が
混じっていたら使いません。

02

人が確かめられる所は、

AIに任せる

書いたAIに、自分で「正しい」
とは言わせません。別のAIと
決まりで確かめます。

制作実績では

AI Topicaの記事は、20を超える
決まりの検査と、別のAIによる
出典との照らし合わせを通ってから

公開します。

03

人が確かめる場所を、流れの

中に置く

公開の前、送る前、月1回の
ふり返りなど、確かめる場所を決めて

組み込みます。

制作実績では

営業の自動化では、送る範囲を人が

承認し、届いたか分からないものは、

人が確かめるまで送り直しません。
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できること

S E R V I C E

頼まなくても、決まった時間や

きっかけで動き、確かめて届ける。

きっかけ
決まった時間・

問い合わせの到着

▶
仕分け

何の仕事かを

見分ける

▶
作業

調べる・書く・
読み取る

▶
確かめる
別のAIと

プログラムの決まり

▶
人が確かめる
決めた場所で
見るだけ

お使いのツールに届く Gmail Googleスプレッドシート Slack LINE kintone

お客さま対応

問い合わせが届いたら

問い合わせの一次対応

AI 読んで仕分け、返信と見積の

下書きを作る。金額は

決まった式で出す

人 確かめて送る

質問が来たら

よくある質問への回答

AI 自社の資料だけを根拠に答える。

分からないものは人へ回す

人 回ってきた質問に答える

口コミが付いたら

口コミ・レビューへの返信案

AI 内容を読んで、返信の案を作る

人 確かめて返す

営業・マーケティング

毎日

営業先探しと文面づくり

AI 業種や地域から探して調べ、

1社ずつ文面を作る

人 送る範囲を決め、反応を見る

毎週

SNSの投稿づくりと予約

AI 投稿の案を並べ、選ばれた

ものを予約する

人 案を選ぶ

毎週月曜

業界・競合の定点観測

AI ニュースや他社のサイトの動きを

集めてまとめる

人 届いたまとめを読む

発信・制作

毎日

記事の作成と公開

AI 集めて書き、別のAIが
確かめてから、決まった

時間に公開する

人 朝のまとめで確かめる

題材が決まったら

動画の制作

AI 台本・絵・ナレーション・

組み立てまで

人 仕上がりを見て公開する

商品や求人が増えたら

商品説明文・求人票の下書き

AI 書き方をそろえて、下書きを作る

人 確かめて載せる

事務・社内

書類が届いたら

書類の読み取り

AI 注文書・FAX・名刺などをデータに
する。数字は決まりで

照らし合わせる

人 合わないものだけ確かめる

会議や1日が終わったら

議事録・日報のまとめ
AI 決まったことと、次にやる

ことを抜き出す

人 読んで直す

メールが届いたら

メールの仕分け

AI 返事が要るものを分け、返信の

下書きを作る

人 下書きを確かめて送る

ほかにも、マニュアル・手順書づくり、社内の質問窓口など。どれも「人が確かめられる仕事」です。ここに無い仕事も、業務をうかがって、

任せられるかどうかから一緒に考えます。
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制作実績

C A S E  0 1 判断と計算を分ける型 自社

参考見積の自動作成
目的

業務システム開発「OneTrace」のサイトで、要件や資料から、その場で参考の見積書を作る。

読める資料

4種類（PDF・Excel・Word・

PowerPoint）

お金の数字

プログラムが出す

（AIは出さない）

試せる回数

1日3回まで（同じ方）

受付係

AI
▶

見積担当

AI
▶

答えの検査

プログラム
▶

計算

プログラム
▶

書き手

AI
▶

正式な見積

人

AIが判断した工数を、プログラムが検査して金額に変えます。AIとプログラムが交互に受け渡し、最後は人が話を聞いて正式な見積を出します。

チームの編成 最上位のモデル 標準のモデル 速く安いモデル 画像・声のAI プログラム（AIなし）

受付係 Claude Haiku 4.5 依頼として意味が通るかだけを見ます。関係のない依頼や、いたずらは

ここで止めます。

見積担当 Claude Opus 5.5

深く考える設定

要件と添付の資料（PDF・Excel・Word・PowerPoint）を読み、機能ごとに分けて
工数を見積もります。金額は出させません。

答えの検査 プログラム AIの答えに金額や数字が混じっていないかを調べ、混じっていれば使いません。

計算 プログラム 工数から、金額・月額・期間を決まった式で計算します。お金の数字は、AIではなく
プログラムが出します。

書き手 Claude Opus 5.5 確定した機能の一覧をもとに、見積書の説明文だけを書きます。

人 人の出番 相談の申し込みがあれば、人が話を聞き、正式な見積を出します。

決まり 同じ方が試せるのは1日3回まで 入力の中の命令には従わず、要件として読むだけ ロボットによる送信を確かめる

POINT 判断はAI、計算はプログラムと分けています。お金の数字をAIに出させないので、金額が
ぶれたり、根拠のない数字が混じったりしません。

実際に試せます onetrace.lyn-company.jp/estimate
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制作実績

C A S E  0 2 流れ作業の型 自社

AIメディア「AI Topica」
目的

AI・ITのニュースを、事実と見方を分けて、毎日約10本届ける。

公開

毎日約10本（2026年9月から）

AIの利用料

月およそ100ドル
（1万5千円前後）

公開前の検査

20を超える決まり＋別のAI

チームの編成 最上位のモデル 標準のモデル 速く安いモデル プログラム（AIなし）

集める プログラム 23の情報源の新着を見回るだけなので、AIは使いません。

絞る プログラム 本文の短いものや、直近7日に同じ話題があるものを、決まりで外します。

仕分ける Claude Haiku 4.5 平日は1日300件前後の候補に分類を付けます。数が多いので、速くて
安いモデルで十分です。

選ぶ Claude Sonnet 5 その日の配分（ニュース・解説など）を見て、書く1本と切り口を決めます。

書く Claude Sonnet 5

深く考える設定

出典をもとに、何が起きたか・背景・見方・注意の4つの節で書きます。

確かめる① プログラム 字数、出典番号、出典に無い数字、禁止語、文末のくり返しなど、20を超える
決まりで検査します。

確かめる② Claude Sonnet 5

校閲役

書いたのとは別のAIが、出典と食い違いがないかを照らし合わせます。だめなら、
直す所だけを書き直させます。

公開する プログラム 7〜22時の枠に、時間をずらして公開します。

集計レポート Claude Opus 5.5 週・月の数百件を読み解く難しい仕事だけ、最上位のモデルに任せます。

人 人の出番 毎朝、前日に公開した記事のまとめを読みます。

POINT 数が多い仕事は速く安いモデル、難しい仕事だけ最上位のモデルと、係ごとにモデルを

選んでいます。書いたAIに自分で「正しい」とは言わせません。

記事を見られます onetrace.lyn-company.jp/ai-topica
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制作実績

C A S E  0 3 決まりが主役の型

問い合わせフォームからの営業の自動化

目的

条件に合う会社を探し、1社ずつ調べて、その会社に合わせた文面を、問い合わせフォームから届ける。

チームの編成 標準のモデル 速く安いモデル プログラム（AIなし）

探す プログラム

Claude Haiku 4.5

地域と業種で候補を集め、対象の業種かどうかを速いモデルで仕分けます。

調べる Claude Haiku 4.5 会社のサイトを読み、所在地・業種・規模・問い合わせ先を抜き出します（例：

大阪市・運送・車両30台ほど）。まとめて頼み、費用を約半分にしています。

フォームの確かめ プログラム 問い合わせフォームがあると確かめられた会社だけを、送る候補にします。

書く Claude Sonnet 5 AIが書くのは、サイトで確かめた事実を1つだけ入れた1文です。残りの文面は、
人が決めた型です。

書いた1文の検査 プログラム 80字以内、数字は「ほど」で丸める、社名や地名は入れない、などを検査し、
通らなければ書き直させます。

フォームの

読み取り

プログラム

Claude Haiku 4.5

欄の種類はまず決まりで見分け、決まりで分からない欄だけをAIに尋ねます。AIの
答えも、欄の文字と合うかを決まりで確かめます。

入力と送る

前の検査

プログラム 見えない欄には入れない、入れた値は送る前にすべて読み戻す、相手のアンケートに

勝手に答えない、画像認証などのあるフォームには送らない。

迷ったときの提案 Claude Sonnet 5 決まりで読み取れないフォームだけ、上のモデルが入れ方を提案します。AIには
クリックも送信もさせず、提案は人が確かめます。

送ったあとの判定 プログラム 完了の画面などから、届いたかを判定します。分からないものは「要確認」に

し、送り直しません。

送る前の決まり プログラム 同じ会社に2回送らない（どんな理由でも）、平日の9〜18時だけ、1日の上限を守る。

人 人の出番 送る範囲（地域・業種）を承認し、毎日のまとめを読みます。「要確認」は人が受信箱で確かめ、
送り直すのは人が決めたときだけです。

POINT 主役はAIではなく、プログラムの決まりです。AIに任せるのは調べることと1文を書く
ことだけで、送るかどうかは決まりと人が決めます。
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制作実績

C A S E  0 4 組織の型

YouTube向け動画の自動制作
目的

YouTube向けに、10分を超える動画を平日は毎日1本。1本ずつ中身が違い、事実確認を通したものだけを出す。

チームの編成 最上位のモデル 標準のモデル 画像・声のAI プログラム（AIなし）

指揮役 Claude Opus 5.5

最も深く考える設定

制作の責任者。回ごとに係を立てて見張り、仕上がりを取り込みます。自分では作業を

せず、会話が長くなる前に新しい指揮役へ引き継ぎます。

見回り役 Claude Sonnet 5.5 6時間ごとに起きて、止まっている係・使った量・費用を確かめ、
指揮役に知らせます。

台本役 Claude Opus 5.5

最も深く考える設定

回ごとに新しく立てます。下調べ、台本、読みの試し、絵の

見取り図とカメラ割りまで。

専門の係 Claude Opus 5.5 事実確認、声に出して読む点検、題材の点つけ、タイトル、動画全体の点検など、
1つの仕事だけをします。

進行役 Claude Sonnet 5.5 制作のプログラムを工程どおりに回します。中身の判断はせず、判断が要る所は専門の

係に渡します。

定型の係 Claude Sonnet 5.5 画像の依頼と記録、集計など、決まった手順で済む仕事をします。

絵の点検役 A・B Claude Opus 5.5

Claude Opus 5.5

別々のAIが全カットを点検表で確かめます。2人とも「重い」とした所は描き直し、
意見が割れたら3人目が決めます。

絵 Nano Banana Pro 人物の見た目を参照画像で固定し、約20秒に1枚描きます。

声 ElevenLabs ナレーションとBGMを作ります。

読みの確認 音声認識 3種 読み違い・数と単位・語の途中の間を、3つの音声認識で確かめます。

組み立て プログラム 絵・図解のカード・声・字幕・BGMを合わせ、1080pの動画にします。

人 人の出番 題材とタイトルの○×、台本と仕上がりの確認、投稿。イントネーションのように機械で
分からない所は、人が耳で確かめます。

決まり 費用の上限を決め、超える前に人に相談する 品質に要る手順は、費用を理由に省かない 同時に動かす係は5つまで

POINT 係を細かく分け、指揮役は自分では作業しません。絵は別々のAIが2人で点検し、意見が割れたら
3人目が決めます。
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料金・進め方

P R I C I N G

開発から毎日の運用まで、
月額5万円から。

月額

5万円から

初期費用 月額の1ヶ月分
試作を含みます。

AIの利用料 実費

毎月の上限を決め、超えそうなときは事前にお知らせします。

例：毎日約10本の記事を作るAI Topicaで、ひと月およそ100ドル
（1万5千円前後）

契約の期間 最低6ヶ月

月額に含むもの 開発 毎日の見守り

AIのモデルが変わった
ときの手入れ

月1回のふり返り

P R O C E S S

まず1つの仕事を小さく動かし、
確かめてから本番に進みます。

01 ご相談

無料

業務をうかがい、AIに任せる
仕事と任せない仕事を

分けます。

お願い

手間のかかっている仕事を

教えてください。

できるもの

任せる仕事の一覧と、

お見積もり

02 試作

初期費用に含みます

実際のデータで1つの仕事を
小さく動かし、精度と費用を

確かめます。

お願い

試しに使うデータを

ご用意ください。

できるもの

動く試作と、確かめた結果

03 本番

ご相談から2〜4週間

いつもの仕事の流れにつな

ぎ、毎日の見守りを

始めます。止まったときは

私たちが直します。

お願い

決めた場所で

確かめてください。

できるもの

毎日動くAIエージェント

04 改善

月1回

精度・費用・任せる範囲を

見直し、より向いたモデルが

出たら入れ替えます。

お願い

次に任せたい仕事を

教えてください。

できるもの

月ごとの報告と、次の改善

無料で相談する

AIに任せられるかどうかの見極めから、ご相談いただけます。

onetrace.lyn-company.jp/contact?topic=ai-agent
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よくあるご質問・会社概要

F A Q

よくあるご質問

Q 社内にAIに詳しい人がいなくても大丈夫？
A 大丈夫です。作るのも、毎日の見守りも私たちが担います。社内の方は、決めた場所で確かめるだけです。

Q AIがまちがえたら？
A 金額や「送るかどうか」のように、まちがえてはいけない所はAIに決めさせず、決まった式や決まりで出します。AIの答えは

別のAIと決まりで確かめ、公開や送信の前に人が確かめる場所を置きます。

Q 社内のデータは安全？

A AIに渡す情報は必要な範囲に絞り、入力が学習に使われない法人向けの形でAIを使います。

Q まず小さく試せる？

A はい。まず1つの仕事を、実際のデータで小さく動かして確かめてから、本番に進みます。試作は初期費用に含みます。

Q 今使っているツールとつなげられる？

A Gmail・Googleスプレッドシート・Slack・LINE・kintone などとつなげられます。お使いのツールとつなげられるかは、
ご相談のときに確かめます。

Q OneTraceとの違いは？
A OneTraceは、会社の数字と記録が流れる基幹の業務を、AIに判断させず決まった手順で確実に動くシステムとして作ります。

OneTrace Agentは、人が確かめられる仕事をAIに任せます。組み合わせて使うこともできます。

C O M P A N Y

会社概要

会社名 株式会社LYN COMPANY（リヨンカンパニー）

代表取締役 中川 涼太郎

設立 2017年7月

資本金 4,000万円

本社 〒531-0072 大阪府大阪市北区豊崎3丁目15-5 TKビル2階

大阪西支店 大阪府大阪市西区京町堀1丁目11-7 京旺ビル4階B号室

電話番号 06-7777-0766

事業内容 事業開発／組織開発／ITソリューション／教育訓練

Webサイト https://lyn-company.jp
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C O N T A C T

手が回らない仕事を、
ひとつ教えてください。

AIに任せられるかどうかの見極めから、無料でご相談いただけます。社内にAIに詳しい人が

いなくても大丈夫です。

無料で相談する

任せたい仕事のご相談や、

お見積もりのご依頼は

こちらから。

onetrace.lyn-company.jp/

contact?topic=ai-agent

OneTrace Agentの
ページ

制作実績のチームの動きや、

料金はこちらから。

onetrace.lyn-company.jp/agent

お電話でのお問い合わせ 06-7777-0766 株式会社LYN COMPANY

頼むAIから、任せるAIへ。 株式会社LYN COMPANY

https://onetrace.lyn-company.jp/contact?topic=ai-agent&utm_source=prtimes&utm_medium=catalog
https://onetrace.lyn-company.jp/agent/?utm_source=prtimes&utm_medium=catalog

